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英 語 再 帰 代 名 詞SELFへ の 認 知 言 語 学 的 ア プ ロ ー チ(そ の1)

一スペイ ン語再帰代名詞si/seに 見 られる概念的並行性 を通 して一

嘱 森 雅 史

要旨 「個の時代」が強調されて久 しい今 日、我が国ではオ リジナル ・テキス トの作成やオフィス ・アワーの

活用など個の活動が大学教育で盛んに求められている反面、語学教員として 「個」が如何にあるべきか、とい

う研究 ・教育姿勢については必ずしも重視されているようには感じられない。

そこで、本論文では、大学教育における語学教員として各自の研究が教育に反映されるべき姿勢のあり方を、

まさに 「個」を表す表現である英語再帰代名詞SELFお よびスペイン語再帰代名詞si/seを 通 じて提議する。

特に、この 「その1」 では、「oneselfは主語が指示する物と同一物を指示する」とする先行研究の問題点を認

知言語学理論も交えて指摘する。

キ ー ワー ド 認 知 言 語 学 、 再 帰 代 名詞3θ 外 フ ァカ ル テ ィ ・デ ィベ ロ プ メ ン ト(FD)、 比 較 文 化 学 、 ス ペ イ ン

語 再 帰 代 名 詞si/se

ACognitiveLinguisticApproachtotheConceptual

MechanismofSELF(Part1)

-ThroughtheConceptualParallelwiththeSpanishReflexivePronounsi/se一

MasafumiFukumori

AbstractInrecenttimes,beingalongtimesince`theageoftheindividual'begantobeemphasized,in-

dividualfacultystaffactivities,suchasthepreparationoforiginaltextbooksandtheutilizationofoffice

hours,havebeenhighlyrequiredinuniversitiesinJapan.

Ontheotherhand,however,itisundeniablethatresearchinto,andtheeducationalstancetoward,how

an`individual'shouldbeasalanguageteacherhasnotnecessarilybeenconsideredasimportant.

Accordingly,inthispaper,Iwillpropose,preciselythroughlanguagepertainingto`theindividual',that

is,theEnglishreflexivepronounSELFandtheSpanishrelextivepronounsi/se,justwhatthestanceshould

beregardinghowlanguageteachers'individualresearchisreflectedinfacultyeducationalprograms.In

particular,inthisPartI,Iwillindicatetheproblemsofprecedingstudies,thatis,"oneselfindicatesthe

samethingthatthesubjectindicates",withtheCognitiveLinguisticstheory.
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英語再帰代名詞SELFへ の認知言語学的アプローチ(そ の1)

スペ イン語再帰代名詞si/seに 見 られる概念的並行性を通して(幅 森)

1.は じめ に

次 の(1)に 示 されて いるよ うに、我が国で外国語 を学んで いる学生 の関心 は 「外国語を

自由に話 した り聞 いた りで きるよ うにな ること」 にあるよ うに感 じられ る。

(1)こ れ は一般的な風潮か と思 いますが、学生た ちはコ ミュニ ケーシ ョンの道具 と し

て英語を学びたいという要求が強いようです。世間で もよく 「使える英語」とか

「役 に立 つ英語」 とい うよ うな言葉 が聞 かれ ますが、 い ったい 「使 え る」 とか

「役 に立 つ」 とは何 を意 味す るか は ここでは さてお き、学生 た ちの間 では、 他の

人が話 して いる英語 を聞 き取 りたい、 また、 自分が思 って いること、考えて いる

ことを英語で話せ るようにな りたいという希望が強 いようです。

一永松(1999144)(下 線筆者)

その こ とが関係 して いるか否か は定かで はな いが、現在の外国語教育 に目を向 けて も、以

下(2)に 示 され るように、 コ ミュニ ケー シ ョン能力の向上を 目的 と した授業が重要視 され

て いる と言え る1。

(2)従 って、現代の外国語指導者 は異 口同音 にコ ミュニ ケー シ ョン能力育成のた めの

指導、 つ ま りCommunicativeLanguageTeaching(CLT)を 代 表的 な教授法 と

して あげるで あろ う。 一津波(2003:211)

確か に、 この ような コ ミュニ ケーシ ョンを中心 と した学習指導法 は海外 にお いて も行 なわ

れて いるものであ り、外 国語 を習得す る際の必要条件の一つである ことは言 うまで もない。

しか しなが ら、現実 に 日本 の外国語教育で行な われて いるコ ミュニ ケー シ ョンの授業 に

目を向けれ ば、下記(3)に も見 られ るように、名 ばか りの コ ミュニ ケーシ ョンの授業が多

数存在 して お り、そ う した学習指導 を行 な うことで、本 当にコ ミュニ ケー シ ョンがで きる

だけの外国語運用能力が身 につ くとは到底考え られな い。

1CLTと は、 概 ね 以 下[1]の よ う に ま とめ られ る。

[1](1)指 導 目標 を 、 文 法 や 言 語 能 力 の 育 成 の み に止 ま らず 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 形 成 す るす べ て

の 知 識 ・技 能 に置 くo

(2)言語 の 型(Form)よ り機 能(Function)に 重 き を置 き、言 語 を 運用 させ る こ とに よ って 、Form

を 習 得 させ る よ うな 指 導 を 計 画 ・実 践 す る。

(3)意思 や情 報 の 伝 達 に 焦 点 を 当 て 、 正 確 さ(Accuracy)よ りは 流 暢 さ(Fluency)を 重 視 す る。

従 って 、 情 報 の 授 受 と伝 達 能 力 が 学 習 者 の 評 価 基 準 に な る。

(4)授業 の 中 で は 、 よ り 自然 で 現 実 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動 、 つ ま り、 情 報 を 聞 き取 り(読 み と

り)、 自分 の 意 思 を(口 頭 あ るい は 筆 記 で)伝 達 す る活 動 が 中 心 とな る。
一 津 波(2003:211 -212)
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(3)現 在行 なわれて いるオ ーラル ・コ ミュニ ケー シ ョンの指導 には単な る 「お遊 び」

と受 け取れ な くもな い ものが多 くみ られ るか らで ある。

まず、 イ ンプ ッ トに関す る配慮が ほとん どな されて いな い場合が多 い。 トピッ

クだけ与 えて、「さあ、 話 し合 ってみよ う」 とい うふ うな活動 のさせ かたは少な

くな い。 あるいは配慮 されて いるに して も極 めて不十分な場合が多 い。…

楽 しさを強調す るあま り、楽 しさだけにな って いる場合 も見受 け られ る。楽 し

さに もいろいろあ って、理解や進歩 を意識で きる楽 しさでな いと、最初の うちは

喜んで いた生徒で も 「飽 き」が来て しまうことにな りかねな い。

一金谷(2002:135 -136)(一 部省略筆者)

また、英語 を含む ヨー ロッパ言語(以 下、 「ヨー ロ ッパ言語」 と して記載)を 学 習 ・指

導す る際 には、 それ らの類似/近 接言語 を母語 とす る学習者 と 日本語 を母語 とす る外国語

学習者 との間 には決定的 な差異が存在す ること も忘れて はな らな い。

まず、 ヨーロ ッパ言語 はアル フ ァベ ッ ト言語で あ り、 その記述 に関 して も、 ほとん ど同

じよ うな文字が用 い られて いる点が挙 げ られ る。確か に、厳密 に言え ば、それ らの言語間

に も文字 の違 いは存在 す る。例 えば、 スペイ ン語 には英語 には存在 しない の文字 が、

またポル トガル語 には 、 、gな どの文字 が、 さ らに ドイツ語 にもa、Bの 文字が存在す

る。 さらに、 フ ランス語 にはaとeの 文字 を合 わせたaeの 文字 やoとeの 文字 を合 わせ

た ㏄ な どの文字が存在 す る。 しか しなが ら、 これ らは部分的 な相違 で あ り、大局 的な見

方 をすれ ば、大 きな違 いはな いことは明 らかで ある。そのた め、 日本語を母語 とす る多 く

の外国語学習者が 中学1年 生で英語 を初 めて学習す る時 に、A、B、C… の読み書 きの練

習か ら始 めなけれ ばな らないのに対 し、 ヨー ロ ッパ語圏の言語を母語 とす る人 々が、類似

/近 接言語体系 の外国語 を学ぶ場合 には、元 々同様の文字を使用 して いるた め、 そ ういっ

た練習 に多 くの時間 を割 く必要 はな いので ある。

次 に、 ヨーロ ッパ言語 の大多数 は、語順の点で もよ く似た構造 を持 って いる。例え ば、

下記(4a-b)に 示 され るように、 英語文 の各 々の語句 に番号 を付 け、それ らに意味論的 に並

行す る各 スペ イ ン語文の語句 に同様の番号を付 けて示せ ば、

(4)a.[英 語]

MysonisreadingabookthatIbought

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

(私 の 息 子 は、 私 が 昨 日買 っ た本 を読 ん で い る)

yesterday.

⑧
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b.[ス ペ イ ン語]

Mihijoestleyendounlibroque(yo)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

(私 の 息 子 は、 私 が 昨 日買 っ た本 を読 ん で い る)

ノ
compre

⑦

ayer.

⑧

両者 の語順が非常 によ く似て いることが観察 され る。他方、下記(5)に 示 され るよ うに、

(5)[日 本言吾]

私の 息子 は、 私が 昨 日

① ② ⑥ ⑧

買 った(と ころの) 続

④

読んで いる 。

⑦ ⑤ ③

日本語 は、英語や スペ イ ン語 とは全 く異 なる語順 にな って いることが確認 され る。そのた

め、 ヨー ロッパ語圏の言語 を母語 とす る人 々が類似/近 接言語体系 の外国語 を学 ぶ際には、

その多 くの場合、母語の単語 と並行 させて、学習言語 内でそれぞれ に相 当す る単語 に置 き

換え るだ けで ほぼ正 しい文を作 ることがで きるようにな るので ある。他方、 日本語を母語

とす る外国語学習者が 同 じよ うに(文 単位 内での)単 語の置 き換えだ けを行な うと、非文

になって しま うことが多 くある。以下(6a-b)が その実例 であ る。

(6)a.*MysonIyesterdayboughtthatabookisreading.

b.*Mihijo(yo)ayercompr6queunlibroestleyendo.

その ため、我 々が ヨーロ ッパ言語を正 しく運用 し、 自由に話 した り聞 いた りで きるように

す るためには、統語 に関す る学習 ・指導 は欠 くことので きな い もので あると言え る。

さ らに、幾つかの英単語 に関 し、西英辞典 を使 ってそれ らに相 当す るスペ イ ン語の単語

を調べ た下記(7a-d)を 見てみ よう。

(7)a.animalnanimalm-ODSD(s.v.anima1)(一 部 変 更 ・下 線 筆 者)

b.universityn(pl-ties)universidadf

-ODSD(s
.v.university)(一 部 変 更 ・下 線 筆 者)

c.stationln國(a)(Rail)estaci6nf

(b)(bus～)estaci6nforterminalfdeautobuses

-ODSD(s
.v.university)(一 部 変 更 ・下 線 筆 者)

d.comprehendvtcomprenderf

-ODSD(s
.v.comprehend)(一 部 変 更 ・下 線 筆 者)
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上記(7)に 示 され るよ うに、 スペイ ン語 は、語の形 とその意味が英語 と非常 によ く似 た単

語 を有 して いることが観察 され る2。 また、次の(8)一(9)に 見 られ るように、

(8)[英 言吾]

library1図 書 館 、 図書 室
一 『ジーニ ア ス英 和 大 辞 典 」(s

.v.library)

(9)[ス ペ イ ン語]

a.libroO本
一 『現 代 スペ イ ン語 辞 典 』(s

.v.libro)

b.libreriaO本 屋 、 書 店;書 籍 販 売 業

一 『現 代 ス ペ イ ン語 辞 典 』(s
.v.1ibreria)

2ス ペ イ ン語 だ けに 限 らず 、 英 語 を 含 む ヨー ロ ッパ 言 語 には 、 形 とそ の 意 味 が 非 常 に よ く似 た 語 が 互 い に 存

在 して い る と言 え る。 そ の 理 由 と して 、 まず 、 そ れ らの 言 語 が 属 す る語 派 や 語 族 が 同 じだ か ら とい う点 が 挙

げ られ る。 例 え ば、 ポ ル トガ ル 語 、 ス ペ イ ン語 、 フ ラ ン ス語 、 イ タ リア語 は 全 て 「(俗)ラ テ ン語 」 か ら派

生 して お り、 「イ タ リ ック語 派 」 と い う同 じ語 派 に 属 して い る(cf.風 間(1998:6-19))。 そ の た あ、 下 表

[1]に 示 され る よ う に、 各 々の 語 は 非 常 によ く似 た 形 を して い る。

[1] ラテ ン語 ポル トガル語 スペイン語 フ ラ ンス語 イタリア語 日本語

pater(-trem)
.

pal padre pre padre 父

mater(-trem) me madre mre madre 母

manUS mo mano
9

maln mano 手

brchium brago brazo bras braccio 腕

cabllus cavalo caballo cheval cavallO 馬

piscis(-scem)
●

pelxe pez
o

POlsson pesce 魚

flor(flrem) flor flor fleur fiore 花

nUS un uno un uno 1

duo dois dos deux due 2

trs trs tres
●

trOIS tre 3

また 、 英 語 は 「ゲ ル マ ン語 派 」 に属 す るた め上 述 の イ タ リ ック語 派 と は異 な る が 、 さ らに 時 代 を 遡 れ ば 、

「イ ン ド ・ヨー ロ ッパ 語 族 」 と い う同 じ語 族 に属 して い る(cf.風 間(1998:6-19))。 例 え ば、 下記[2]に 見

られ る よ う に、

[2]fathern.1.((OE))父.

2.((OE))祖 父 、 先 祖.

◆OEfreder<Gmc.物 δ∂r(Du.Vader/GVater/ONfa∂ir/Goth.fadar(通 例 はatta))

IE*pater-father(LL幽/Gk.pα 卿/OIr.athir(lr.&Gael.athair)Arm.hayr/

Sktpitdr-/Toch.A.(方 言)画oαr).一 『英 語 語 源 辞 典 』(s.v.father,n.)(下 線 筆 者)

英 語fatherは 、 ラテ ン語paterと 同様 、 「父 」 を意 味 す るイ ン ド ・ヨー ロ ッパ 祖 語*p∂ter一 に 由来 す る。 こ

の イ ン ド ・ヨ ー ロ ッパ 祖 語*pater一 が 一 方 で は ラ テ ン語paterと な り、 ま た 他 方 で は、 グ リム の法 則 に 見 ら

れ る よ うに 、p→fに 、 ま たt→thに な る(cf.『 言 語 学 大 事 典 」(第6巻 述 語 編)(s.v.グ リム の法 則

(ほ うそ く))、 寺 澤(2008:30-31))こ とでfatherと な っ た ので あ る。

さ ら に、 英語 と イ タ リ ッ ク語 派 と の 間 に 見 られ る類 似 性 に は、1066年 のNormanConquestが 大 き く関

係 して い る。 この 時 、 以 下[3]に 示 され るよ う に、

[3]ノ ル マ ン人 の 征 服 以 前 に英 語 に入 っ て き た フ ラ ンス 語 はcastle「 城 」、pride「 誇 り」、tower「 塔」

な ど数 語 に す ぎ な か った が、13世 紀 初 め か ら徐 々 に 増 加 し、1350-1400年 に 頂 点 に達 した。 中 英 語

期 だ けで じつ に1万 語 もの 借 入 語 が 英 語 に 入 って き、 しか もそ の う ち7500語 が 今 日の 語 彙 に 残 って

いる。 一中尾(1989:59)(下 線筆者)

多 くのフランス語の語彙が英語の中に取り込まれ、現在に至るまでその割合はかなりの数を占めていると言

える。そのため、フランス語と語派を同じくするイタリック語派に属する各言語と英語との問には、フラン

ス語語彙を介するようにして、語の形とその意味との類似性が顕著に観察されるのである。
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日本語訳は多少異なる場合で も、意味の上で何 らかの共通点を有 している単語は多数存在

す る。 例 え ば、 上 記(8)一(9)の 英 語1ibraryと ス ペ イ ン語libro、libreriaと の 間 に は、

全 て 「本 」 に関係 す る語で ある とい う共 通点 が存在 して いる3。 そのため、 ヨー ロ ッパ語

圏の言語を母語とする人々が類似言語体系の外国語を学ぶ場合には、初めて目にする単語

で あって も、そ の単語の意味 を容易 に推測す ることが可能 にな ると考え られ る。 それ に対

し、 日本語を母語とする外国語学習者は、母語を頼 りにして 日本語訳か ら推測することが

で きない。 それ故、語の意味や用法 に関す る学習 ・指導 も欠 くことがで きな い もので ある

と言え る。

このように、英語を含む ヨーロッパ言語を母語とする学習者と日本語を母語とする外国

語学習者 との間 には決定 的な差異が存在 す るに も拘 らず、 下記(10a-b)の よ うな理 由で、

外国語 を用 いた名 ばか りの コ ミュニケー シ ョンのみを重視 し、 「文法」 や 「語彙」 の習得

を蔑ろにする学習 ・指導法には疑問を持たざるを得ない。

(10)a.ヨ ーロ ッパ言語 を母語 とす る学習者 はあま り文法の学習 ・指導 に時間を割 い

て いな いの だか ら、 日本で も文法の学習 ・指導 にはあま り時間を割 く必要 は

な い。

b.ヨ ーロ ッパ言語 を母語 とす る学習者 は会話 を中心 と した練習を して いるのだ

3以 下[1]の 語 源 辞 典 の 記 載 か ら も明 らか な よ う に、 英 語libraryは(古)フ ラ ンス語librairieか らの 借

入 語 で あ り、 さ らに 時 代 を 遡 れ ば 、 ラテ ン語librriaに 由来 す る。

[1]◆MElivrarie口(0)Flibrairie〈VL*1'傭rノ α(m)(lt.librerialibrary,bookshop/Sp.livreriabook一

store/Port.livraria)=L1∫ わ而rノαbookseller'sshopLlibrariuspertainingtobooks.libr-

liberbook,(原 義)theinnerbarkofatreeusedasawritingmaterial<*luber?IEleUp-,
*leub(h? -topeeloff(⇒LEAF) .『 英 語 語 源 辞 典 」(s.v.library)(下 線 筆 者)

また 、 スペ イ ン語libreraも 、 次 の[2]に 見 られ る よ うに 、 ラテ ン語librriaに 由来 す る。

[2]librriaθ(名f)本 屋 、 書 籍 店

it.fr.sp.po.ru.rh.

libreria(f)librairie(f)librera(f)livraria(f)librrie(f)libreria(f)
一 片 岡(1982:235)(一 部 変 更 ・下 線 筆 者)

この よ う に、 両 者 は い ず れ も ラテ ン語librriaと い う 同一 の語 に 由 来 す る に も拘 らず 、 現 在 で は 、 英 語li-

braryは 「図書 館 」、 ス ペ イ ン語libreraは 「本 屋 」 とい う異 な る意 で 用 い られ て い る。 こ う した意 味 の 違

い に 関 して は、 「メ トニ ミー 」 の 観 点 と 「民 族 文 化 と人 間 文 化 」 の 観 点 か ら説 明 す る こ とが で き る。

ま ず 、 英 語library及 び スペ イ ン語libreraは 、 上 記[1]に 示 さ れ る よ うに 、 「本 」 を意 味 す る こ とが 確

認 され る。

ま た 、 英 語libraryの 接 尾 辞 一ary及 び スペ イ ン語libreraの 接 尾 辞 一eraに 相 当す る ラ テ ン語 の接 尾 語

一riaは 、 次 の[3]に 示 さ れ る よ うに、 「...に 関係 す る場 所 」 の意 の名 詞 を造 る。

[3]2「_に 関 係 す る人[も の 、 場 所]」 な どの 意 の 名 詞 を 造 る。

◆ME-ari(e),-ary□OF-arie//L-drius(masc.adj,suf.),-aria(fem.),-arium(neut.)pertaining

to,connectedwith.一 「英語 語 源 辞 典 』(s.v.-ary,suf.)(下 線 筆 者)

す な わ ち、 英 語library及 び ス ペ イ ン語libreraは 、 本 来 下 記[4]を 意 味 して い た語 だ と考 え られ る。

[4]本 〔libr-〕に関 係 す る場 所 〔-ary〕

そ して 、 「図 書 ・記 録 そ の 他 の 資 料 や 情 報 を 集 あ て 整 理 ・保 管 し、 広 く一 般 に利 用 に供 す る」(cf。 『明 鏡 国

語 辞 典 」(s.v.と し ょ 一かん 【図書 館 】))点 が焦 点化 さ れ た もの が英 語libraryで あ り、 他 方 、 「本 を 売 る」

(cf。『明鏡 国語 辞 典 」(s.v.ほ ん や 【本屋 】))点 が 焦 点 化 され た もの が ス ペ イ ン語libreraで あ る。

ま た 、 この 時 、 どの よ うな 点 が 焦 点 化 され るか は 文 化 の 違 い に よ って 異 な る。
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か ら、 日本で もそち らの学習 ・指導 によ り多 くの時間 を当て るべ きで ある。

さ らに、 日本 の外国語教育 の現 状 を鑑 み ると、 「どのよ うな既製 の教材 を授業 内で使 う

と効果 的な学習 ・指導 が行 なえ るか」、 または 「一 コマの授業 内の時間配分 は どうすれ ば

効果 的な学習 ・指導が行 なえるのか につ いて、 その時間配分例 を挙 げる」 といった`how

toteach'の 点 ばか りが優先 されて いる。

しか しなが ら、 この よ うな`howtoteach'中 心の学習 ・指導法で は、 学習者 の興 味を

一時的 には引 くことがで きる ものの
、根本的 な理解 には決 してな り得 ないと考え られ る。

例え ば、再帰代名詞oneselfは 通常以下(11)に 示 され るように、

(11)1[強 勢 を置 いて強調用法 と して]自 分 自身、みずか ら

2[再 帰用法 と して]自 分 自身 を[に]、 みずか らを(((米))himself)《 ◆ 主語

のoneに 呼応 し、 他動 詞の 目的語 または前 置詞 の 目的語 とな る》

一 『ジーニアス英和大辞典 』(s .v.oneself,pron.)(下 線筆者)

「自分 自身、みずか ら」 といった意味で用 い られ ると学習 ・指導 され ることが多 い。確か

に、次例(12a-c)に 見 られ るoneself(以 下 では全てmyself)は いず れ も 「自分 自身」(以

下で は全て 「私 自身」)と 解釈す ることが可能で ある。

(12)a.IwenttoMadridmyself.

(私 は 私 自身 マ ドリ ッ ドに行 った の で す)

b.Ilookedatmyselfinthemirror.

(私 は 鏡 で 私 自身 を見 た)

c.Ihurtmγself

(私 は 私 自身 を怪 我 させ た → 私 は怪 我 した)

しか しなが ら、次の(13)の 記載が示す ように、

(13)besideoneself〔...で 〕 我 を 忘 れ て 、 逆 上 して 、 気 が 狂 って 〔with〕

一 『ジー ニ ア ス 英和 大辞 典 』(s
.v.【 成 句 】besideoneself)(下 線 筆 者)

besideoneselfと い う連語表現 を学習 ・指導す るに当た って は、 「besideoneself=我 を忘

れて」 という機械的 な 日本語訳の 「丸暗記」 による学習 ・指導が行な われて お り、そ こに

は既 に学習 ・指導 した 「oneselfは 「自分 自身 、みず か ら」 を意 味す る」 とい う内容 は全
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く生か されて いない。

また、 この ような 日本語訳 の機械的な丸暗記 に頼 らな けれ ばな らな い表現が数え る程度

しか なけれ ばよいが、 その数が増え るに したが って記憶の負担 は一層大 き くな る。負担が

大 き くなれ ばそれが苦痛 とな り、学習 に対す る意欲 さえ も削がれかね ない。 こうな ると、

日本語訳 ばか りを重視 して、音楽や英語な どの学習 ・指導教材を使 ったところで、その根

本的な原因を取 り除かねば、学習者の興味 ・関心 を取 り戻す ことは もはや不可能 であろ う。

さ らに、教え る側で ある語学教員 に関 して も、学生か ら次の(14)の ような質問 を受 けた

場合、

(14)「 真横」 を意味す るbesideと 「自分 自身」 を意 味す るoneselfを 合 わせてbeside

oneselfと す る と、何故 「我 を忘 れて、逆 上 して、気 が狂 って」 とい う意 味 にな

るのですか?

`
whattoteach'で はな く`howtoteach'を 優先 してい る現 状で はその質 問に的確 な解答

を与 え ることはで きないため、筆 者 の経験上、 「そ う覚 える しかな いん だ!」 とい う一点

張 りの回答 をす る しかで きな いことにな る。 こ うした対応を繰 り返す と、英語 に対す る学

習者 の興味 ・関心を削 ぐだけで な く、教壇 に立つ者 と しての資質 さえ問われかね ない。 こ

れ で は、 「フ ァカル テ ィ ・デ ィベ ロプ メ ン ト([英 語]FacultyDevelopment/[西 語]

DesarrollodeFacultad)」(以 下FD)の 最 重要懸案 の一 つで ある 「教員の さ らな る資質

の向上」 が具現化 され る十分条件 には至 るべ くもない4。 もう少 し平 た く言 うと、`howto

teach'を 「容器」 とす るな らば、 その 「内容 物」 は 「言語 」 であ るのだか ら、`whatto

teach'も また、その必要条件 と して さ らに問われ るべ きなので ある。

Pedagogy(教 育学)と は 「子 育て学」 で あ る。 つ ま り、 「目的の先 に在 る理想 の人間

や 自立 した個人(理 想の人間像)を 育て るには 「何を」 ど う教え た らよいのか?」 と研究

す る学問で ある。数多 くの教育者の涙 ぐま しい努力 には頭が下が る思 いで ある。 しか しな

が ら、 昨今 の 日本 の教育 において は 「何 を」 とい う内容 ではな く、 「ど う教 えた らよいの

4こ のFDと は 「大学教員の教育能力を高めるための実践的方法」のことで、大学の授業改革のための組

織的な取 り組み方法の中でも大きな位置を占めてお り、近年ではFDに 関する研修 も定期的に開催されて

いる。このように、FDに 対する関心が高まっている一方で、以下[1a-e]に 見 られるような課題 も指摘 され

ている。

[1]a.研 究のアクティビティで授業力がきまる

教師の自信と熱意が授業力の源泉である。魅力ある授業、わかりやすい授業は自らの専門を

極ある事によって実現する。

b.創 意工夫があるほど授業の満足度が高い

教科書頼りの授業はいままで受けてきた初等中等教育で学生がウンザリしている。教師が自

ら作成したオ リジナルな教材を授業に活用するための日ごろからの研鐙が求められる。

c.教 科 ごとの産業界で役立つ人材像があるか

何のために学ぶかの動機づけが大切である。教師は学外の研究会、企業との共同研究などを/
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か?」 ばか りが先行 し、教育学の根本理念を欠いているものが 目立 っているように思えて

ならない。Pedagogyの 存在意義 とは 「教育そのものとは何か」 という普遍的概念を見つ

め、(法学であろうと数学であろうと)如 何なる分野にも効果的に還元 し得 る帰納的メカ

ニズムを明 らかにすることにあったはずであり、欧州諸国のアカデミズムではそれが共通

の認識である。それにも拘わ らず、その学問的実体か ら外れ、英語を特別視 し、授業運営

と学習者の反応に過度に重点を置 くその逆方向のベク トルにこそ、 日本の大学語学教育が

多 くの諸問題を孕まざるを得ない主たる原因が隠されているように感 じられてな らない。

我々が下 りるのではない、学習者を引き上げるべきなのだ。机の並べ方か ら始まる 「クラ

ス単位の運営外郭」のメソッド論の形成に帰属する日本の英語教育学の人々は(そ の習得

を希望する小中高の教員育成を目指 して)教 育大学 ・教育学部に、その 「中身」とも言 う

べき外国語その もののメカニズムを解明 して学習者に演繹を図る言語学者は外国語大学 ・

外国語学部に、 という棲み分けが、今後の日本における語学FDを 展開する前提 として

の急務 となろう。「英語を母語 としない人たちが大学で英語を教える資格」を旗印に外国

人の人材を育て上げてそれぞれの母国へ送 り出し、外国人に対 して自国の学問業界のパイ

を守るような国策とも言うべき商業主義を採る大国の後を盲目的に追随することだけは避

けなければならない。海洋立国としての立場 もあろうが、学習者にとって真に自由で自立

的な空間を築き上げる国益のためには真正面か ら向き合わなければな らない問題である。

今ここで、 もう一・度見つめ直すべ くは 「個」である。「個の時代」が強調 されて久 しい

今 日、我が国では、オ リジナル ・テキス トの作成やオフィス ・アワーの活用など個の活動

が大学教育で盛んに求められている。 しか しなが ら、その反面、語学教員として 「個」が

如何にあるべきか、という研究 ・教育姿勢については必ず しも重視 されていない。そこで、

本論文では、大学教育における語学教員として各自の研究が教育に反映されるべき姿勢の

在 り方を、まさに 「個」を表す表現である英語再帰代名詞oneselfお よびスペイ ン語再帰

代名詞si/seを 通 じて提議する。

2.先 行研究 とその問題点

2.1.主 語の指示物 と同一物を指示するoneself

従来、再帰代名詞oneselfは 、以下(1)の 辞書の記述 に見 られ るように、

＼ 通じて社会のニーズの変化を知ることが必要である。

d.ど んな変化をおこしたか

新しいことでイニシアティブをとる教師の姿勢が学生の心を動かす。教師は孤立を怖れず勇

気をもって新たな試みをすべきである。

e.卒 業生にとって心のよりどころになっているか

卒業生からどれだけ相談を受けたか、これに対して適切な支援ができたか。これも大学のレ
ベルと教師の力量のバロメーターである。 一中村(2004:46)(一 ・部変更筆者)
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(1)1[強 勢 を置 いて強調用法 と して]自 分 自身、みずか ら

2[再 帰用法 と して]自 分 自身 を[に]、 みずか らを(《 米》himself)《 ◆ 主語

のoneに 呼応 し、 他動 詞の 目的語 または前 置詞 の 目的語 とな る》

一『ジーニ アス英和大辞典』(s .v.oneself,pron.)(下 線筆者)

「自分 自身、みずか ら」 とい った意味で用 い られ ると学習 ・指導 され ることが通常で ある。

確か に、次例(2a-c)に 見 られ るoneself(以 下 では全てmyself)は 、 いずれ も主語(以 下

で は全 て1)の 指示物 と同一物 を指示 してお り、 「自分 自身」(以 下 で は全て 「私 自身」)

と解釈す ることが可能で ある。

(2)a.IwenttoMadridmyself.

(私 は 私 自身 パ リへ 行 った ので す)

b.Ilookedatmyselfinthemirror.

(私 は 鏡 で 私 自身 を見 た)

c.Ihurtmyself

(私 は 私 自身 を怪 我 させ た → 私 は怪 我 した)

し か しな が ら、 こ こで 一 つ 問題 が 生 じ る。 従 来 の 意 味 論 の 考 え方 の 一 つ と して 、 次 の

(3)に 示 され る 「構 成 性 の原 理([英 語]principleofcompositionality/[ス ペ イ ン語]

principiodecomposicionalidad)」 が 挙 げ られ る。

(3)従 来、意 味論の世界 には、構成性 の原理(PrincipleofCompositionality)と

呼 ばれ る考え方が ある。 これ は部分 の意味の総和が全体の意味で あるとい う考え

方 で、 個 々の単語 の意 味 を足 しあわせて い くことで、 ボ トム ア ップ式 、 いわ ば

「積 み木式」 に、全体 の句 や文の意 味が得 られ るとす るものであ る。例 え ばfe一

maledancerと い うと、〈female>+〈dancer>の よ うに、「女性 」 と 「踊 り手」、

それぞれの意味 を知 って いれ ば、句全体 の意味 「女性の踊 り手」 も得 られ る、 と

言 う考え方で ある。 一 河上(編)(1996:3)(下 線筆者)

この考え に基づ けば、連語表現besideoneselfの 意 は以下(4)に しかな り得 ない。

(4)自 分 自身 の 〔oneself〕 真 横 に 〔beside〕 い る。

に も拘 らず、実際 には次 の(5)に 示 され るように、
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(5)besideoneself〔...で 〕 我 を忘 れ て 、 逆 上 して 、 気 が 狂 って 〔with〕

一 『ジー ニ ア ス 英和 大辞 典 』(s
.v.【 成 句 】besideoneself)(下 線 筆 者)

連語表現besideoneselfは 、通常 「我 を忘れ て」 の意 として用 い られて い るので あ る。

その ため、 この 「我 を忘 れ る」 の意 とoneselfが 持 つ 「自分 自身、 みずか ら」 の意 とのつ

なが りは如何な る ものか、 という疑問が生 じるので ある。

この点 に関 し、下記(6)に 示 され る、 ゲ シュタル ト(Gestalt)知 覚の観点 か ら説 明を

与え ることがで きると考え る人 もいるか もしれな い。

(6)個 体 を超えた全体性 とい うもの は、 固体 を綜合す ることで得 られ るものではな く、

む しろ逆に、知覚においては全体こそ部分の前提となるものだと考え られる(こ

れ を 「部分 の全体規定性 の問題」 とい う)。 要素 は、全体 に全体 に埋 め込 まれた

以上、単な る要素で はな く、ゲ シュタル トを構成す る全体の 中の部分 と して有機

的 に機能す る もので あ り、 また その よ うに認知 され る。

一河上(編)(1996:3)(下 線筆者)

つ ま り、 このゲ シ ュタル ト知覚 の観点 に基づ けば、 連語 表現besideoneselfは 、 それ全

体 で 「我 を忘れて」 とい う意 を表す ので あ り、所謂 イデ ィオ ム と言 われて い る`kickthe

bucket'(く たば る)と 同様、 部分 の総和 が全体 の意 味 にな らない典 型的 な例 の一 つで あ

る と言え る。

しか しなが ら、 このように説明 したと して も、上述の疑問が解消 された とは決 して言え

ない。 なぜ な ら、確か に部分 の総和か ら全体 の意が容易 に類推で きな いと して も、そ こに

は全体 の意 が生 じ得 るだ けの何 らかの メカニズムが存在 してい ると考 え られ るか らである。

もし、 いか なる語句 の結合を も許すので あれ ば、以下(7)に 見 られ るように、

(7)beside,alongside,abreast,abeam,by,ontheflankof,alongby,bytheside

of,alongthesideof-RIT(s.v.218slDE,PREPS11)(下 線 筆 者)

しば しばbesideの 類義語 とされ るbyを 用 いたbyoneselfと い う表現 が 「我 を忘 れて」

の意で あったと して も何 ら不思議で はな い。 しか しなが ら、実際 には、次の(8)に 示 され

るよ うに、 そ こにはbesideoneselfが 表 す ような 「我 を忘 れて」 とい う意 が生 じ得 るこ

とはない。

(8)1ひ と りぼ っちで(alone)
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2独 力 で(withouthelp)、 ひ と りで(cf.forONESELF)

3ひ と りで に 一 『ジ ーニ ア ス英 和 大 辞 典 」(s.v.【 成 句 】byoneself)

つ ま り、連語表現 と 日本語訳 とが一・見結 びつ き難 そうな もので あって も、そ こには連語表

現を構成す る各 々の語句 が選択 されるべ き必然性 が存在す るのであ って、何の脈絡 も無 く、

単 に部分 を足 した総和以上の意味が付加 されて いるという考え方 は改 めね ばな らな い。

そのため、 「自分 自身 の 〔oneself〕真横 に 〔beside〕 いる」 とい う文字通 りの意 と 「我

を忘れて」 という連語表現 と しての意 との間 に存在す る意味の隔 た りを埋め るた めには、

どの よ うな説明 をすれ ばよいのか、 という疑問 は、依然 と して存在す ることにな る。

さ らに、再帰代名詞oneselfは 、以下(9)に 示 され るように、主語 の指示物 と目的語の

指示物 とが 同一 の場合 に用 い られ る もの とされて きた。

(9)Acommonuseofreflexivepronounsistotalkaboutactionswherethesubject

andobjectarethesameperson.

(再 帰 代 名 詞 の 通 常 の用 法 は主 語 と 目的語 が 同 じ人 物 で あ る行 為 につ い て話 す こ

とで あ る)

∫cutmyselfsha「 レingthismorning.(NOTfLom-me...)

(私 は 今 朝 、 髭 を剃 って い る私 自身 を傷 つ け た

→ 私 は今 朝
、 髭 剃 り中 に切 り傷 を作 った)

Megotoutofthewateranddriedo〃rselyes.(NOT...driedLns.)

(私 た ち は水 の 外 に 出て 、 私 た ち 自身 を 乾 か した

→ 私 た ち は水 か ら出て
、 体 を 乾 か した)

タ
1"mgoingto伽8加 ρ3togetmyselfsometennisshoes.

(私 は 私 自身 の た め に テニ ス シ ュー ズを 買 うと い う 目的 で 店 に行 って い る

→ 私 はテ ニ ス シ ュ ー ズ を買 うた め に店 に行 って い る)

-Swan(1995:471)(下 線 ・日本 語 訳 筆 者)

この考 えに基づ くと、下 例(10)のmyselfの 指示物 と主語 である1の 指示物 とは同一物で

あるはずで ある。

(10)Iwasbesidemyselfwithanger.

怒 り に逆 上 した 一 『英 語 活 用 大 辞 典 』(s.v.1anger,【 前 置 詞+】)(下 線 筆 者)

しか しなが ら、上例(10)を 文字通 りに捉えた下記(11)の よ うな事象 は、1の 指示物が複数
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人存在 し得な いことか ら、決 して起 こ り得な いことだ と言え る。

(11)「 私」 は怒 りを伴 った 「私 自身」の真横 に位置 した。

この ことは、上記(10)の 場 合、myselfの 指示物 と主 語で ある1の 指示物 とは全 くの 同一・

物 とはな り得な いことを意味す る。つ ま り、上記(10)に おいて は、上 出(9)の ような指示

関係 は成立 しな いので ある。

2.2.「 本来の 自分」 と してのoneself

従来 のoneselfの 指示関係 では、 既 に §2.1.(9)(以 下 に(1)と して再掲載)で 見た よ

うに、主語の指示物 と 目的語 の指示物 とが 同一の場合 に用 い られ る ものとされて きた。

(1)Acommonuseofreflexivepronounsistotalkaboutactionswherethesubject

andobjectarethesameperson.

(再 帰 代 名 詞 の 通 常 の用 法 は主 語 と 目的語 が 同 じ人 物 で あ る行 為 につ い て話 す こ

とで あ る)

∫cutmyselfsha「 レingthismorning.(NOTfLom-me...)

(私 は 今 朝 、 髭 を剃 って い る私 自身 を傷 つ け た

→ 私 は今 朝
、 髭 剃 り中 に切 り傷 を作 った)

Megotoutofthewateranddriedo〃rselyes.(NOT...繍.)

(私 た ち は水 の 外 に 出て 、 私 た ち 自身 を 乾 か した

→ 私 た ち は水 か ら出て
、 体 を 乾 か した)

タ
1"mgoingto伽8加 ρ3togetmyselfsometennisshoes.

(私 は 私 自身 の た め に テニ ス シ ュー ズを 買 うと い う 目的 で 店 に行 って い る

→ 私 はテ ニ ス シ ュ ー ズ を買 うた め に店 に行 って い る)

-Swan(1995:471)(下 線 ・日本 語 訳 筆 者)

確か に、上記(1)に 見 られ る例 にお いて は、全て主語の指示物 と目的語の指示物 とが 同一

で あるよ うに感 じられ る。 しか しなが ら、既 に §2.1.(10)(以 下 に(2)と して再掲載)で

見 たよ うに、

(2)Iwasbesidemyselfwithanger.

怒 り に逆 上 した 一 『英 語 活 用 大 辞 典 』(s.v.1anger,【 前 置 詞+】)(下 線 筆 者)
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現実世界 の物理的物体 と して論理的 に考えれ ば、「「私」が 「私 自身」 の真横 に位置す る」

とい うことは有 り得 ない。 その ため、上 記(2)の 場合、myselfの 指示物 と主語 であ る1

の指示物 とは全 くの 同一物 とはな り得な いので ある。

また、 こ うした問題 は、以下(3a-b)に 示 され るよ うなoneselfを 用 いたその他の連語表

現 において も同様 に当て はまる。

(3)a.be[feel](like)～ 〈人 が〉 精 神 的[肉 体 的]に 本 来 の調 子 で あ る。

一 『ジーニ ア ス英 和 大 辞 典 』(s
.v.oneself,pron.)

b.beoutof～ 我 を 忘 れ る。 一 『ジーニ ア ス英 和 大 辞 典 』(s.v.oneself,pron.)

そこで、 この ような問題点 を解 決すべ く、 『ジーニ アス英和大辞典 』で は、次 の(4)の

よ うな意味が記載 されて いる。

(4)3本 来 の 自分 一 『ジ ーニ ア ス英 和 大 辞 典 』(s.v.oneself,pron.)(下 線 筆 者)

こ の よ うに、oneselfを 「本 来 の 自分 」 と解 釈 す れ ば、 他 方 、 主 語 に現 れ る名 詞 句 の 指 示

物 は 「本 来 の姿 で は な い 自分 」 と捉 え る こ と が で き る。 とす る と、 上 記 に 見 た連 語 表 現

besideoneself、be[feel](like)oneself、beoutofoneselfは 、 そ れ ぞ れ 下 記(5a-c)の

よ うに捉 え る こ とが 可 能 とな る。

(5)a.besideoneselfの 捉 え 方:

「本 来 の 姿 で は な い 自分 」 が 「本 来 の 自分 〔oneself〕 」 の 真 横 〔beside〕 に

存 在 す る。

b.be[feel](1ike)oneselfの 捉 え 方:

「本 来 の姿 で は な い 自分 」 が 「本 来 の 自分 〔oneself〕 」 の よ う に 〔1ike〕 存 在

す る 〔be〕[感 じる 〔fee1〕]。

c.beoutofoneselfの 捉 え 方:

「本 来 の 姿 で は な い 自分 」 が 「本 来 の 自分 〔oneself〕 」 の外 に 〔outof〕 存

在 す る 〔be〕。

しか しなが ら、ここで新 たな問題 が生 じる。も し、oneselfを 「本 来の 自分」、主語 に現

れ る名詞句 の指示物 を 「本来 の姿 で はない 自分 」とす るな らば、上 出(1)(以 下 に(6a-c)

と して一部抜粋)で 見 た例文 において も、こう した考 え方 が当てはま るはずであ る。
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(6)a.lcutmysetfshavingthism・rning.(NOT・imt-me_)

(私 は 今 朝 、 髭 を剃 って い る私 自身 を 傷 つ けた

→ 私 は今 朝 、 髭 剃 り中 に切 り傷 を作 った)

b.Megotoutofthe・wateranddriedoursetyes.(NOT...tinied-ttS.)

(私 た ち は水 の 外 に 出て 、 私 た ち 自身 を乾 か した

→ 私 た ち は水 か ら出て
、 体 を 乾 か した)

ヲ

C.∫ 〃290加9'OtheshOPS'09(～'〃zyself、 ∫ometenni、 ∫、shoe、∫.

(私 は 私 自身 の た め に テニ ス シ ュ ー ズ を買 う と い う 目的 で 店 に行 って い る

→ 私 は テニ ス シ ュ ー ズ を買 うた め に店 に行 って い る)

-Swan(1995:471)(下 線 ・日本 語 訳 筆 者)

しか しなが ら、 これ らの例 において は、各 々下記(6'a-c)に 見 られ るよ うに奇妙 な解釈 に

な って しまう。

(6')a.「 本来 の姿で はな い自分」が今朝、「本来の 自分」の髭を剃 った。

b.「 本来 の姿で はな い自分」が水の外 に出て、「本来の 自分」を乾か した。

c.「 本来 の姿で はない 自分 」が 「本来 の 自分」 にテニス シューズを買 うため に

店 に行 って いる。

そのため、上記(6a-c)に おけるoneselfは 、主語 の指示物 と同一物 を指示 す るもの と して

捉え なければな らな い、 とす る §2.1.(1)の 解釈 が必要 とな るので あろ う。 これ らの主張

に基づ けば、場合 によ って2種 類のoneselfが 存在す ることにな って しまう。

しか しなが ら、次 の(7)に 見 られ るOneForm,OneMeaningと いう認知言語 学の立

場 か ら鑑みれ ば、oneselfと い う1つ の形 に、 「主 語 の指 示物 と同一 物 を指示 す る もの」

と 「本来 の自分 を指示す る もの」 とい う異な る2つ の意味 は存在 し難 いと考え られ る。

(7)本 書 の奏 でる旋律 は、意味 と形は一対一 の対応 を成す(oneform,onemeaning)、

とい うところにある。形が違え ば意味 に も違 いが あ り、意味が違え ば形 に も違 い

が あるとす る。 いずれか一方が他方 に対 し一対多の関係 を もつ、 とす るので はな

い。 一 中右(訳)(1977:iv)(下 線筆者)

と い うこ と は、oneselfは 以 下(8a-b)の い ず れ か を指 す こ とに な る が、

(8)a.主 語の指示物 と同一物 を指示す る もの
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b.本 来の 自分 を指示す る もの

c.上 記a、b以 外 の別の もの

上記 で観察 したよ うに、(8a-b)は いずれ もが単独 でoneselfの 必要十分 条件 が満たせな い

のだか ら、oneselfの 概念的正体 を明 らか にす るため には(8c)の 代案 を提示す る新 しい見

解が必要 とな る。

こ うした問題点 を解決す るためには、語句 とその語句が指示す る物 との間 にはどの よ う

な概念 的関係が存在す るのか について見直す必要があると考 え られ る。 そこで、次セ クショ

ンで は、語 とそ の指示物 との関係を観察す ることにす る。
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